
最先端技術紹介（農業研究センター果樹関係）

オンラインのみ サテライト講座 無

令和7年度くまもと農業アカデミー各講座内容（本-13(2)）

受講料
無料

ステップアップしたい方

開催日 令和７年９月１１日（木） 申込締切 令和７年9月１０日(水)

開催時間 13時３０分～15時４０分

会場 この講座は、オンライン配信のみです。

使用するアプリ Webex

連絡先 TEL：096-248-6600（農業大学校研修部直通）

優先する受講者（※） 農業者

定員 ―

発表者

熊本県農業研究センター果樹研究所 職員

天草農業研究所 職員

球磨農業研究所 職員

講座の狙い 県農業研究センターの最新技術を紹介（果樹関係）

講座の概要

県農業研究センターでは、「くまもと農業の未来発展につながる新品種の開発・選定」「生産性の向

上を目指した革新的な生産技術の開発」「環境にやさしい農業を推進する技術の開発」に取り組んで

いる。 本講座では農業研究センターの果樹関係の最新の研究成果について学ぶ。

〈発表予定の成果〉

（１）加温栽培ヒリュウ台「肥の豊」における天井ビニル除去後の全面シートマルチによる品質向上効果

（２）Ｐ－プラス（結露防止タイプ）で個装した「肥の豊」は予措無しで３月まで果皮障害が減少する

（３）アボカドの無加温ハウスにおける根域制限栽培では「ベーコン」の生育と収量が優れる

（４）カンキツ緑かび病に対するイミノクタジンアルベシル酸塩水和剤の防除効果

（５）ナシ「凜夏」におけるトンネルハウス栽培での生育特性および露地栽培での着果程度と収量性

（６）ナシ「甘太」のポリエチレン袋の個装と冷温貯蔵による長期貯蔵法

（７）気象の影響を受けにくいクリの安定生産技術

※本講座は令和７年度（20２５年度）熊本県農業研究センター果樹関係研究成果発表会をオンライン

配信します。

講座の時間配分

開会・挨拶 13時３０分～13時45分

成果発表 13時45分～15時30分

総合討議 15時30分～15時40分

※成果毎の発表時間は別紙

受講上の注意

・ 受講者はパソコンやスマートフォンにあらかじめWebexアプリのインストールをお願い

します。また、講座に使用するミーティングIDは事前にお知らせします。

・ 質疑はできません。ご質問は、くまもと農業アカデミーにメールでにお送りください。

mａｉｌ ： noudaikensyuu@pref.kumamoto.lg.jp

受講の可否 ・ 登録されたメールアドレス宛に通知します。



内容 時間

開会 13時30分

（1）加温栽培ヒリュウ台「肥の豊」における天井ビニル除去後の全面シートマルチによる品質

向上効果
13時45分～13時57分

（２）Ｐ－プラス（結露防止タイプ）で個装した「肥の豊」は予措無しで３月まで果皮障害が減少

する
13時57分～14時09分

（３）アボカドの無加温ハウスにおける根域制限栽培では「ベーコン」の生育と収量が優れる 14時09分～14時21分

(4)カンキツ緑かび病に対するイミノクタジンアルベシル酸塩水和剤の防除効果 14時21分～14時33分

休憩 14時35分～14時50分

（５）ナシ「凜夏」におけるトンネルハウス栽培での生育特性および露地栽培での

着果程度と収量性
14時５０分～15時02分

（６）ナシ「甘太」のポリエチレン袋の個装と冷温貯蔵による長期貯蔵法 15時02分～15時１4分

（７）気象の影響を受けにくいクリの安定生産技術 15時１4分～15時２6分

総合討議 15時30分～1５時40分

先端技術紹介（農業研究センター）② タイムスケージュール


